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川柳・俳句・短歌を広報さかわに掲載してみませんか?
※ 5月号への掲載を希望される方は3月 31日（金）まで
投稿方法: 氏名・住所・電話番号と、川柳・俳句・短歌のいずれの部門かをご記入のうえ封書やはがき、ファックスにてお送りく

ださい。応募多数の場合は抽選により掲載します。
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高知にもいたＭＭＲ？

中生代海棲爬虫類、略してMMR（MesozoicMarine

Reptile）。例えばイクチオサウルスやプレシオサウルスな

ど、よく恐竜に間違われる絶滅した海の生物です。

海の生き物の化石が多い高知県からは、なぜか発見例

はほとんどありませんでした。

その数少ない発見をされたのが、明治から大正時代に

かけて高知で化石を集めていた外
とやま

山 喬
たかし

氏。彼が日高村で見つけた海棲爬虫類の歯の化石は、のち

に矢
や べ

部長
ひさかつ

克教授が東北大学に持ち帰り、そこで長い間保管されてきました。また、1993 年には

岐阜の方が佐川の鳥ノ巣から別の海棲爬虫類の歯を発見しています。

これら化石を特別にお借りし、３月１８日、19日の土日に地質館で展示します。

宮城・岐阜県から久しぶりに帰ってきたMMRの化石。「な、なんだってー！？」となぜか驚嘆

していただければ幸いです。

3月のイベント

3月18（土）19日（日）　「高知にもいたＭＭＲ？中生代海棲爬虫類化石の里帰り展示」

3月19日（日）　展示解説「高知の中生代海棲爬虫類化石」１２：００〜＆１５：００〜（10分程度）

3月 26日（日）　展示解説「牧野博士と佐川の地質」１２：００〜＆１５：００〜（10分程度）

地質館だより

「中生代の海にいた爬虫類、ウタツサウルス。
Nobu Tamura 氏の絵をＣＣ−ＢＹ−２．５
ライセンスに基づき使用」


